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【はじめに】航空機、自動車業界等で軽量化のため新素材の利用が進み、異種材接着技術の重要性が

高まる中[1]、接着強度の低下をもたらす被着体表面の汚染の有無を迅速に検査する方法が求められて

いる。レーザー誘起ブレークダウン分光（LIBS）法は、この検査に有効と考えられる測定手法である。これ

までに LIBS 法により、実際に接着強度の低下をもたらす Al 合金表面上に付着した１µg/cm2 程度のシリ

コーンオイルを検出可能であることを確認してきた[2]。本研究では、主要な構造材である鋼材への適用

性を評価するために、純鉄を基材とした評価を行った。 
【実験方法】ヘキサンに希釈したシリコーンオイルを Fe 基板（純度 99.99%）上にスプレー塗布することで

試料を作製した。塗布時間を精密に制御することで、シリコーンオイルの付着量が 3.9～10.5µg/cm2 の試

料が得られた。LIBS 測定では、大気中で Nd:YAG レーザーの四倍波（λ=266nm, 10ns）を集光照射す

ることで発生するプラズマからの発光を、分光器（f=15cm, 1200lines mm-1 の回折格子）と ICCD
カメラで構成される分光計測装置により計測した。 
【結果と考察】Al合金上では、付着シリコーンオイル由来のSiの輝線Si I（288.3 nm）が明瞭に検出された。

Al 合金とは異なり、鋼材では鉄由来の輝線の数が極めて多数検出されることが報告されており[3]、付着

物由来の信号検出が困難になることが懸念された。シリコーンオイル付着のない試料について、288 nm
周辺の波長域では鉄由来の輝線が多数検出され、ベースラインは明瞭に見られなかった(Fig.1(a))。しか

し、シリコーンオイルを付着させた試料では、輝線 Si I（288.3 nm）が明瞭に検出され(Fig.1(b))、付着物の

有無の判定が可能であることが示された。検出感度特性についても議論する。 
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Fig.1: LIBS spectra of (a) Fe and (b) Fe with adhered silicone oil (Surface 
concentration: 3.9 µg cm-2) 
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